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2025 年のアジア太平洋地域における 4 つの技術インフラストラクチャトレンド

予測 
プライベート AI、サイバーセキュリティ、エッジコンピューティング、ハイブリッドマルチクラウドが 

IT 戦略の鍵に 
  

 
エクイニクスはこのたび、2025 年のアジア太平洋地域における 4 つの技術インフラストラクチャトレンド予測
を発表しました。 
 
ーーー 
 
急速に進化するテクノロジーの潮流は、今後も勢いを増し、これは 2025 年も例外ではありません。各業
界のビジネスリーダーやデジタルリーダーにとって、新たに登場する技術の可能性を最⼤限に活⽤し、直⾯
する課題を克服することは、事業の成⻑を促進するために不可⽋です。 
  
エクイニクスは、強靭なデジタルインフラストラクチャと重要なサービスを提供することで、この進化を⽀えること
に引き続き尽⼒しています。2025 年以降、アジア太平洋地域のビジネスとテクノロジーの⾵景を形成する
と予想される 4 つの主要なトレンドについて考察します。 
 
トレンド 1: プライベート AI インフラストラクチャを取り⼊れたハイブリッド AI 導⼊の推進 
  
AI サービス導⼊の初期ブームは、パブリッククラウドで利⽤可能な⼤規模⾔語モデル（LLMs）の普及に
よって⽀えられてきました。しかし、デジタル企業の間では、特にプライベートデータを扱う AI ワークロードに対
しては、他のアプローチがより適している場合があると認識され始めています。 
  
ユーザーのクエリや関連データをパブリッククラウド上のモデルで処理する従来の「Data To The Model
（データをモデルへ）」アプローチに代わり、多くの組織が「Model To The Data（モデルをデータへ）」ア
プローチを採⽤しています。これは、AI モデルを組織のプライベートデータストレージに隣接するプライベート
コンピューティングインフラストラクチャに展開するもので、多くの場合、モデルのエンドユーザーに近い物理的
な場所に配置されます。このアプローチは、プライバシー、速度、コストの観点からメリットをもたらす可能性
があります。 
 
  
 



 

   
 

• プライバシー 
o 最も有望な AI ユースケースの多くは、機密性が⾼く、プライベートまたは規制されたデータ

セットに技術を適⽤することを伴います。例えば、⾦融記録を活⽤する銀⾏の不正防⽌
システムや、医療画像に基づく予防医療サービスが挙げられます。このような機密データを
完全に管理するため、または国のデータ主権要件に準拠するため、⼀部の企業は AI イン
フラストラクチャをプライベートに展開することを選択しています。また、⾃社独⾃のデータで
カスタマイズされたモデルをトレーニングしたい企業にとって、この動機は  

• 速度 
o AI サービスのシームレスな使⽤は、サービスが配置されているコンピューティングインフラスト

ラクチャとユーザー間の接続の遅延およびエコシステム間の相互接続性に依存します。特
に、AI サービスが短いテキストベースのクエリから⾳声、画像、動画ベースのサービスに進
化するにつれて、この要件はますます重要になります。低遅延を実現するために、組織は
エンドユーザーの拠点に近い分散型のコロケーションデータセンターを AI インフラストラクチ
ャ展開のオプションとして活⽤することが可能です。  

• コスト 
o 開発初期段階のサービスや、データ転送量が限られているサービスの場合、オンデマンドで

利⽤可能なパブリッククラウドにモデルを配置する⽅がが適している場合があります。⼀⽅
で、ユーザーとモデル間で⼤量のデータ転送を伴う成熟したサービスの場合、プライベートイ
ンフラストラクチャの運⽤コストが低くなる可能性があります。 

  
2025 年には、ハイブリッド AI インフラストラクチャを導⼊する企業が増加すると予測されます。これにより、
特定の AI サービスに対するこれらの考慮事項に応じて、プライベートおよびパブリック AI の両⽅を柔軟に活
⽤できるようになると予想されます。 
 
トレンド 2: AI と量⼦技術の進化に伴うサイバーセキュリティの強化 
  
アジア太平洋地域ではサイバー脅威が増加しており、2024 年にはサイバーセキュリティ⽀出が 360億ドル
に達すると予測されています。この急増は、AI や IoT 技術を活⽤したサイバー攻撃の⾼度化など、さまざ
まな要因によって引き起こされています。Gartner によると、⽣成 AI、従業員の不正⾏動、サードパーティ
リスク、継続的な脅威エクスポージャー、アイデンティティファーストのアプローチなどのトレンドが、新たなサイバ
ーセキュリティ上の脅威をもたらしています。同様に、IoT デバイスの普及は攻撃⾯を拡⼤し、堅牢なセキュ
リティ対策がこれまで以上に重要になっています。 
  
量⼦コンピューティングは、サイバーセキュリティに対するもう⼀つの主要な脅威となります。これは、現在の公
開鍵基盤の重要な部分に深刻なリスクをもたらし、現在の暗号を数分で破ることができると予測されていま
す。実際、国家レベルの攻撃者は、暗号化された機密データを現在は解読せずに収集し、技術が利⽤可
能になった時に解読しようとしています。これは「harvest now, decrypt later（今収集して後で解
読）」攻撃と呼ばれています。  



 

   
 

これらの脅威に対抗するため、量⼦暗号技術と⽣成 AI ツールは、組織のサイバーセキュリティ戦略におい
て不可⽋な要素となりつつあります。例えば、量⼦鍵配送サービス（QaaS）は、インターネットを通じて量
⼦鍵配送技術部にアクセスできるクラウドサービスで、エンタープライズネットワークに対して強⼒な保護を提
供し、安全な通信とデータ完全性を確保します。量⼦技術のサイバーセキュリティフレームワークへの段階
的な統合は、ますます⾼度化する暗号攻撃からデータを保護するために極めて重要です。量⼦鍵配送は、
これらの⾼度なサイバー脅威から機密データを守るため、前例のないレベルのセキュリティを提供します。  
エクイニクスは、Quinessence Lab、SK Telecom、東芝、BT などの企業とのパートナーシップを通じて、
量⼦強化されたサイバーセキュリティソリューションへのアクセスを提供しています。これらのパートナーシップに
より、「harvest now, decrypt later」攻撃に対してデータを安全に保護することができ、企業は進化す
るサーバー脅威に備えることができます。企業は、⼤規模な初期投資なしで、重要なデータ資産を保護す
る量⼦強化サイバーセキュリティソリューションにアクセスすることで、未来の脅威に対しても備えることができ
ます。 
 
トレンド 3: エッジコンピューティングを活⽤したデータ主権の強化 
  
政府のデータ主権への関⼼の⾼まる中、IoT、⽣成 AI、リアルタイムアプリケーションの普及が進み、端末
（エッジ）での強固な IT インフラの必要性が増しています。エッジコンピューティングは、データのローカル処
理を可能にすることで、転送リスクを軽減し、国ごとに⼤きく異なるアジア太平洋地域のデータ主権法への
準拠を⽀援します。企業の IT リーダーは、エッジコンピューティング戦略の必要性をますます認識しています。
Gartner®のレポート「Building an Edge Computing Strategy」によれば、2026年末までに⼤企
業の 70％がエッジコンピューティングの⽂書化された戦略を持つと予測されています（2023 年時点では
10％未満）。 
  
アジア太平洋地域では、国⺠のデータを保護するために、いくるかの国が厳格なデータ主権政策を実施し
始めています。例えば、中国のサイバーセキュリティ法は、国内で収集されたデータを国内に保存することを
義務付けています。同様に、インドネシアの政令第 71 号では、電⼦システム運営者にデータの国内を求
めています。これらの規制は、コンプライアンスを促進し、安全なデータ管理を可能にするエッジコンピューティ
ングのようなローカライズされたデータ処理ソリューションの必要性を強調しています。 
  
エッジコンピューティングサービスは、企業や政府がデータを発⽣源の近くでい処理することを可能にし、応答
時間を短縮やデータセキュリティの向上を実現します。このローカライズされたアプローチは、特に厳格なデー
タ保護法が施⾏されている地域で、データ主権規制を遵守するために不可⽋なものとなります。 
 
トレンド 4: ハイブリッドマルチクラウドでビジネスアプリケーションを進化 
  
アジア太平洋地域は、世界のクラウドデータセンターの 37％を占めており、アジア太平洋のパブリッククラウ
ド市場は 2026 年までに年平均成⻑率（CAGR）26％で成⻑すると予測されています。マレーシア、タ
イ、ベトナムなどの市場で拡⼤が計画されています。 
  



 

   
 

⼀⽅で、多くの企業が複数のパブリッククラウドサービスのアジリティ（敏しょう性）とプライベートクラウドイン
フラストラクチャの利点を組み合わせたハイブリッドマルチクラウドアプローチを採⽤しています。企業がハイブリ
ッドマルチクラウドソリューションを採⽤する理由には、GPU の不⾜、予測不可能なクラウドコスト、予測可
能なワークロードに対するコストパフォーマンス、顧客の完全な管理下に置かれたデータが必要な特定のユ
ースケースなどが含まれます。  
ハイブリッドマルチクラウドは、IT インフラストラクチャを最適化しようとする企業にとって引き続き標準となり、
パブリッククラウドとプライベートクラウドの利点をバランスよく活⽤します。エクイニクスのグローバルデジタルイン
フラストラクチャプラットフォームは、広範なクラウドおよびネットワークプロバイダーのエコシステムへの⾼速接続
を提供し、シームレスな統合と効率的なデータ移動を可能にします。このアプローチにより、企業はビジネス
環境の変化に柔軟に対応しながら、重要なワークロードを制御し続けることができます。 
 
デジタル相互接続サービスを活⽤してアジリティを維持 
  
2025 年に向けて、アジア太平洋地域は⼤きな技術⾰新が進展すると予測されています。プライベート AI
環境や量⼦強化サイバーセキュリティの開発、エッジコンピューティングやハイブリッドマルチクラウドソリューショ
ンの加速的な導⼊など、これらのトレンドはデジタルの未来を形作るでしょう。 
  
さらに、持続可能性への関⼼が⾼まる中、企業が環境への影響を最⼩限に抑えながらこれらの先進技術
を導⼊することがますます重要になっています。エクイニクスは、持続可能なエネルギーで運営されるデータセ
ンターを通じて、企業がカーボンフットプリントを削減しながら、技術⾰新の最前線に⽴つことを⽀援していま
す。最先端技術と持続可能性の両⽅に焦点を当てることで、企業は急速に進化するデジタルの世界で繁
栄 し な が ら 、 地 球 環 境 の 保 護 に も 貢 献 す る こ と が で き ま す 。 
 
 
エクイニクスについて  
エクイニクス（Nasdaq︓EQIX）は、グローバルなデジタルインフラストラクチャ企業です。先進的な企業
や組織であるデジタルリーダーは⾃社の成功に向けて、信頼できるプラットフォームとしてエクイニクスを選定
し、基盤となるインフラストラクチャをソフトウエアレベルのスピードで集約し、相互接続しています。エクイニク
スは、お客様が競争優位性を向上させる上で必要とする適切な場所、パートナー、可能性のすべてにアク
セスできるよう⽀援します。エクイニクスの利⽤により、ワールドクラスの体験に加え、俊敏な拡張、デジタル
サービスの迅速な⽴ち上げと共に、サステナビリティの⽬標をサポートすることで、ビジネス価値の増⼤が可
能になります。  
 
Forward Looking Statements 
This press release contains forward-looking statements that involve risks and 
uncertainties. Actual results m 
 

https://www.equinix.co.jp/?ls=Public%20Relations&lsd=21q4_cross-vertical_digital-infrastructure+not-applicable__pr-equinix_Equinix-run_press-release__us-en_AMER_the-opening-of-OS3_awareness&utm_campaign=us-en__press-release_the-opening-of-OS3_pr-equinix_awareness&utm_source=&utm_medium=press-release&utm_content=digital-infrastructure+not-applicable_Website


 

   
 

ay differ materially from expectations discussed in such forward-looking statements. 
Factors that might cause such differences include, but are not limited to, risks to our 
business and operating results related to the current inflationary environment; 
foreign currency exchange rate fluctuations; increased costs to procure power and 
the general volatility in the global energy market; the challenges of acquiring, 
operating and constructing IBX and xScale® data centers and developing, deploying 
and delivering Equinix products and solutions; unanticipated costs or difficulties 
relating to the integration of companies we have acquired or will acquire into Equinix; 
a failure to receive significant revenues from customers in recently built out or 
acquired data centers; failure to complete any financing arrangements contemplated 
from time to time; competition from existing and new competitors; the ability to 
generate sufficient cash flow or otherwise obtain funds to repay new or outstanding 
indebtedness; the loss or decline in business from our key customers; risks related 
to our taxation as a REIT and other risks described from time to time in Equinix filings 
with the Securities and Exchange Commission. In particular, see recent and 
upcoming Equinix quarterly and annual reports filed with the Securities and Exchange 
Commission, copies of which are available upon request from Equinix. Equinix does 
not assume any obligation to update the forward-looking information contained in 
this press release.  

 
報道関係お問い合わせ先 
エクイニクス・ジャパン 広報担当（APCO Worldwide 内）  
Email: equinixjapan@apcoworldwide.com    
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